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新技術・情報名

１．成・果の内容

農産 １０

地力窒素発現量と水稲窒素吸収
量の年次変化

稲 土壌肥料

分類 ②

１）技術・情報の内容及び特徴

水稲生育期間中における地力窒素の発現パターン及び水稲窒素吸収量

の推移について、年次ごとに明らかにした。

(1)各年における地力窒素発現の状況は次のとおりである。平成１，年は移
・q〕・

植時から地温が低く推移したた・め、生育前期（移植期から７月中旬）の

地力窒素.発現量が非常に少ない年である。平成２年は生育期間を通じて

地温が高く推移し、生育初期から発現量が著しく多く、７月末における

発員隻現量は前年比で２～３割多く、生育期間中の総発現量は過去５年間で

最多である。平成３年は全般に発現量の著しく少ない年であり、時期別

では７月上～中旬及び８月上～中旬の発現量が少ない。また、地域別に

みると、肥沃な筑後土壌で発現量は著しく多い。

（２）水稲日本晴による地力窒素の吸収量（発現した地力窒素量のうち水稲

により吸収された量：無窒素区の水稲窒素吸収量で示される）は、地力

窒素発現量と平行しており、年次間で１０ａ当たり２～３kgの差がある。地

域別では、筑後土壌の地力窒素吸収量がｌＯａ当たり８～１１ｋｇと著しく多

い。また、地力窒素吸収量の違いが施肥条件下における水稲の窒素吸収

量に著しく反ｼ映している。

２)技術、情報の適用効果．

水稲の生産改善のための技術情報として提供し、適正な技術指導を行

うための参考となる。

3)適用範囲

県下の水田土壌。

4）成果の利活用・普及指導上の留意点

稲作前に家畜ふん尿処理物やレンゲ等を施用した水田では、有機物か

らの窒素の影響を考慮する必要がある。
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各年次における水稲生育期間中の地力

窒素発現量（移植時からの積算量）
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